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2011後援会活動報告

1月20日
後援会会報“夢と誇り”第5号を発行
全会員に会費納入依頼と同封し送付
2月13日
後援会事務所開き（三名町）
後援会役員約70名が出席
2月27日
「大西ひでと市政報告会」を開催
「2007マニフェスト検証」と「2011マニフェスト
発表」をテーマに掲げ約450名が出席
3月28日
選対本部第1回打合せ会議
4月14日
選対本部第2回打合せ会議

4月17日
選挙事務所を開設（三名町）
市長選挙告示、多くの支援者のご参加を得て
出陣式を開催
午後5時無投票当選が確定、午後6時当選セ
レモニーを開催
7月2日
総会および懇親会を開催
役員会終了後、平成23年度通常総会を開催
大西市長から「高松市のまちづくりの現状と課
題」について講演
12月2日
第2回役員会を開催
「24年度通常総会」の日程等について協議
大西市長から「3.11後における高松のまちづく
り」について講演

　
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念
式

典
や
記
念
行
事
に
参
加
す
る
た

め
、
高
松
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
セ
ン

ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
を
訪

ね
て
き
ま
し
た
。
　

　
私
が
２
年
前
に
訪
れ
た
時
よ
り

も
さ
ら
に
に
ぎ
や
か
で
魅
力
的
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
全
米

の
中
規
模
都
市
の
中
で
「
ア
ー
ト

の
街
」
と
し
て
２
年
連
続
第
１
位

に
輝
い
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
文

化
芸
術
面
で
の
充
実
が
際
立
っ
て

目
に
つ
き
ま
し
た
。
ダ
リ
の
世
界

一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
知
ら
れ
る
ダ
リ
美

術
館
が
新
築
移
転
さ

れ
、
世
界
的
な
ガ
ラ

ス
工
芸
作
家
で
あ
る

チ
フ
ー
リ
の
作
品
を

集
め
た
美
術
館
も

オ
ー
プ
ン
し
て
お

り
、
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
民
訪
問
団
は
平

均
年
齢
71
歳
と
高
齢

の
方
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
全
員
が
大

い
に
ア
メ
リ
カ
を
楽

し
ん
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

祝
！
　
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年

セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
を
公
式
訪
問

砂で作ってくれた５０周年のモニュメントを囲んで記念撮影

　
日
本
で
初
め
て
の
開
催
と

な
る「
ア
ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水

石
大
会
（
A
S
P
A
C
）」
が
、

昨
年
11
月
18
日
か
ら
21
日
ま

で
の
4
日
間
、
サ
ン
ポ
ー
ト

高
松
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
栗

林
公
園
、
玉
藻
公
園
、
鬼
無
・

国
分
寺
地
区
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
初
日
、
サ
ン

ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
で
催
さ

れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
大
会
名
誉
副
会

長
と
し
て
国
内
外
か
ら
来
高

の
皆
様
に
歓
迎
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
2
年
ご
と
に

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
盆
栽
界
で
は
質
量

と
も
に
世
界
最
大
と
も
い
え
る
大

会
で
す
。
私
は
、
約
2
年
前
に
も
台

湾
で
行
わ
れ
た
大
会
に
参
加
し
た

こ
と
が
あ
り
、
高
松
で
の
開
催
が

決
定
し
て
か
ら
は
、
実
行
委
員
会

と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な
準
備
を

行
い
ま
し
た
。

　
鬼
無
・
国
分
寺
地
区
は
古
く
か

ら
盆
栽
の
生
産
が
盛
ん
で
、
特
に
松

盆
栽
に
つ
い
て
は
、
国
内
シ
ェ
ア
の

8
割
を
誇
る
生
産
地
で
あ
り
、
ま
さ

に
世
界
中
の
愛
好
家
の
皆
様
が
集

う
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
の
開
催

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
初
の
A
S
P
A
C
を
開
催

盆
栽
を
世
界
に
発
信

夢
と
誇
り
　
大
西
ひ
で
と
後
援
会
会
報
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大
西
ひ
で
と
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
の
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
初
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
春
の
高
松
市
長
選
挙
に
お
い
て
再
選
を
果
た

し
、
引
き
続
き
、
高
松
市
長
と
し
て
2
期
目
の
市
政
の
舵
取

り
役
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
誠
心

誠
意
任
務
に
当
た
り
た
い
と
の
決
意
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
、
昨
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水
石
高
松
大
会

と
続
い
た
国
際
色
豊
か
な
イ
ベン
ト
の
成
功
を
受
け
て
、
今
年
は
、「
創
造
都
市
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
産
業
、
国
際
交
流
、
観
光
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
を
有

機
的
に
連
携
さ
せ
て
高
松
を
盛
り
立
て
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今

年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
は「
平
清
盛
」で
す
。
源
平
の
古
戦
場
と
し
て
縁
の
あ
る「
屋

島
」
を
中
心
に
「
高
松
」
を
情
報
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
干
支
の
辰
に
ち
な
ん
で
、
昇
り
龍
の
ご
と
く
勢
い
の
出
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
中
央
集
権
か
ら
地
域
主
役
の
社
会
へ
、
と
い
う
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　
た
し
か
に
中
央
集
権
は
、
か
つ
て
の
高
度
成
長
期
で
あ
れ
ば

追
い
つ
け
追
い
越
せ
で
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
使
い
発
展

を
遂
げ
る
に
は
良
い
方
法
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
の

よ
う
な
成
熟
し
た
社
会
で
は
話
は
変
わ
って
ま
い
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
社
会
で
我
々
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
自
律
性
だ
と
思
い
ま
す
。
又
個
性
を
磨
く
と
言
って
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
地

域
の
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
所
以
で
す
。
大
西
市
長
の

言
葉
の
中
に
も
よ
く
こ
の
様
な
言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、市
長
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

を
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
自
律
性
と
絆
に
繋
が
って
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
企
業
に
関
し
て
も
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
特
徴
を

も
っ
た
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
勝
ち
残
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
点
で
他
社
と
差
別
化
出
来
る
企
業
は
広
い
世
界
市
場

で
闘
う
こ
と
が
可
能
と
な
って
ま
い
り
ま
す
。
個
人
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

創
造
都
市
元
年

個
性
を
磨
こ
う

大
西
ひ
で
と
後
援
会
会
長
　
平
田
　
喜
一
郎

高
松
市
長
　
大
西
　
秀
人

　今年度の役員改選で、本
会の副会長を仰せつかり、早
速、片山総務大臣を始め、民
主党本部などを訪問し、提言
活動を行いました。
　現在、全国市長会副会長、
同介護保険対策特別委員
長、財団法人日本都市センタ
ー理事長など全国組織の役
員も拝命し、力の限りを尽く
しています。

中核市市長会
副会長として

オープニングセレモニーで大会名誉副会長として歓迎のごあいさつ

開幕を祝って皆で鏡割

ASPAC、フェアウェルパーティーで御礼の挨拶

市内の保育所（園）と幼稚園を訪問し、元気
いっぱいに遊ぶ子どもたちとふれあいました。
元気な声の挨拶や明るい笑顔に会うたびに
心が温かくなり元気をもらいました。

保育所・幼稚園訪問
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新春恒例の出初式がサンメッセ香川で開催
され、式辞を述べるとともに、長年にわたり本
市消防活動に多大なご貢献をされた消防
団員の方 を々表彰させていただきました。

高松市消防出初式1/9

男木交流館（男木島の魂）で行われたカッ
プルの結婚式に参列し、お祝いの言葉と交
流館での結婚式第１号を記念してメモリア
ルカードを贈りました。

高松市男木交流館における
人前結婚式

5/14

障がいのある人たちとそれを支えている人た
ちのスポーツ大会として毎年開催。お集まり
の皆様に挨拶をした後、パン食い競争にも
参加しました。

高松市身体障害者
スポーツ大会

9/17

現地で行われた開通式典で、関係皆様にご
挨拶するとともに、式典に続いて行われたパ
レードに参加しました。本市の発展に大きく
貢献するものと期待しています。

都市計画道路
福岡三谷線開通式典

2/2

２期目の市政運営を始めるに当たり、私のマ
ニフェストの政策を中心に市民の皆様に説
明し、これからのまちづくりについて意見交
換を行う会をスタートさせました。

市民と市長との意見交換会6/5

サンメッセ香川からＪＲ高松駅まで、「バスと
電車の乗り継ぎ体験」に参加するとともに、
ことでん瓦町駅で開催したオープニングセレ
モニーで挨拶などを行いました。

バス運行社会実験オープニング10/1

被害に遭われた自治体の復興を支援するた
め支援対策本部を立ち上げ、応急給水隊や
緊急消防援助隊の派遣、救援物資の提供
など、支援活動に全力で取り組んでいます。

東北地方太平洋沖地震
支援活動

3/17

春秋航空の高松―上海間の定期チャータ
ー便が就航し、高松空港で行われた就航セ
レモニーに出席しました。今回の就航で、観
光客の増加が期待されるところです。

高松・上海線就航セレモニー7/15

ＪＡ仏生山の前から、お成り街道を通って法
然寺まで、松平家の親族や地域の皆様方と
ともに、提灯を手に練り歩き、法然寺五重塔
の完成をお祝いしました。

仏生山ちょうちん行列11/3

高松市長選挙は、4月17日（日）に告示。他
の候補者の届け出はなく無投票当選が確
定しました。告示日当日は、街頭演説を主体
に精一杯選挙運動を繰り広げました。

市長選で連続無投票当選4/17

毎年夏に開催されているサンポート・ジャズ・
フェスティバルの10周年記念プロジェクトで、
流政之先生の彫刻「SUNSET of SETO」
の除幕式に参加しました。

瀬戸の夕陽夢プロジェクト
「SUNSET of SETO」除幕式

8/7

今年度２回目の知事とのトップ会談を市役
所で開催し，高松駅周辺の交通機能の強
化や、観光施設の受け入れ態勢の整備など
に連携して取り組むことを確認しました。

知事・市長トップ会談12/26

2期目のテーマは

高松クリエィティブ・イノベーション
「創造性豊かな海園・田園・人間都市へ」
高松市長に就任後の1期4年間は、マニフェスト2007でお約束した各種施策の推進に全力を傾け、掲げていた50
の項目のすべてにおいて一定の成果を挙げるとともに、新しい施策も数多く手がけることが出来ました。2期目となる
これからの4年間は、1期目で築き上げてきた確かな土台の上に立ち、下記の「12の政策キーワード」のもとに掲げた
施策の成果目標を明確にし、その実現に向けて全力で取り組みます。
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12の政策
キーワード

ものづくり
・
産業
・
雇用

行財政改革

安全
・
安心

公共交通
・
自転車

1 地域の絆、人の絆を大切にする地域社会を構築するた
め、コミュニティ協議会を中心に、地方分権型社会にふさ
わしい自治運営を行います。

「コミュニティ」の再生を図ります。

2 少子化対策として、また、子どもたちの健全育成を図るた
め、安心して子どもを生み育てることのできる環境を整備
します。

「子ども・子育て」支援施策を充実します。

3 次代を担う子どもたちがしっかりとした学力を身につけると
ともに、夢や希望をはぐくみ、強い心と優しい心を養えるよ
う、ハード、ソフト両面で教育環境の整備を図ります。

「教育」の良質な環境を整備し、充実を図ります。

4 人の心を豊かにし、身体を健やかにし、人生の楽しみや幸
せを与えてくれる芸術文化やスポーツを振興することによ
り、アート・シティ高松、ヒューマン・シティ高松の地位を
確立します。

「芸術文化・スポーツ」の振興を図ります。

5 人口が減少した超高齢社会においても、まちが活力を失
わないよう、集約型のまちづくりに転換し、再都市化を進
めるとともに、郊外部などの開発を規制して、コンパクト
で美しい都市の再生を図ります。

「コンパクトで美しいまちづくり」を進めます。

6 地球温暖化をはじめとした環境問題は、身近な暮らしや
まちづくりに直接的に関連を持つことから、ごみ、エネル
ギー、交通はもとより、すべての政策分野において環境に
配慮した取組みを進めます。

「環境」の傘をすべての施策にかぶせます。

7 少子、超高齢社会において、ますます増えてくる要介護高
齢者に対するケアを中心に、多くの人が住み慣れた地域
で安心して暮らせるように、保健、福祉、医療環境の充実
を図ります。

「保健・福祉・医療」施策の充実を図ります。

8 人口減少時代において内需を拡大し、地域のブランドイメ
ージや情報発信力を高めるため、観光を振興し、交流人
口を増やします。

「観光」振興を図り、交流人口を増やします。

9
コンパクトなまちづくりに併せて、過度に自動車に依存し
ない人と環境に優しい公共交通と自転車を利用したまち
づくりを進めます。

「公共交通・自転車」を利用した
まちづくりを進めます。

10
農地、森林、海の保全と農林水産業の振興を図るととも
に、高松のものづくりに光を当て、地場産品、地場産業の
振興に取り組み、きめ細かな対策を講じて、雇用を拡大し
ます。

「ものづくり・産業・雇用」の
振興のための取組みを強化します。

11
市民が安全、安心に暮らし、活発に諸活動を行っていくた
めには、都市のインフラ整備は欠かせないことから、防災
対策など真に必要な公共事業等を推進します。

「安全・安心」な生活を保障するため、
防災対策や公共事業を進めます。

12 厳しい財政状況の中、行財政全般にわたって事務執行の
体制や進め方を不断に見直し、最小の経費で最大の効果
を挙げるよう努めます。

「行財政改革」に不断の努力をします。

1
教育

芸術文化
・

スポーツ
子ども
・
子育て

コミュニティ

環境
保健
・
福祉
・
医療

コンパクトで
美しい
まちづくり

観光


